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研究成果の概要（和文）：　今回の研究成果は、学力向上に向けた方策としては、狭い意味での得点獲得の方法
ではなく、生きる力に向けた思考力・実践力や学びに向かう姿勢などのトータルな資質・能力の向上策が、長期
的な学力や総合的な能力を発展させることを明らかにしたことである。子どもの学力問題は、すでに学力だけで
捉えても学力は見えず、生きる力の一環としての資質・能力形成の中で捉えなければならない。総合的な能力
は、学習活動・学級経営・生活指導・特別活動などの学校教育課程だけでなく、自然体験活動・社会体験活動・
生活体験活動などを意識的に提供したり、家庭での生活習慣を改善し地域の人間関係を築くことも、発達の大き
な条件となる。

研究成果の概要（英文）：This results of research are to have clarified that a good plan of nature, 
the ability that is total such as an intellectual power, practice for the power to live not a method
 of the score acquisition in a narrow meaning or the posture to leave to learn for develops 
long-term scholastic ability and the general ability for a policy for the scholastic ability 
improvement.
Even if the issue of scholastic ability of the child already catches it only with scholastic 
ability, the scholastic ability must arrest him in nature, the ability formation as the part of the 
power to live without seeing it. The general ability provides natural experience-based activity, 
society experience activity, life experience activity as well as the school education courses such 
as learning activity, classroom administration, living guidance, extracurricular activities 
consciously, and it becomes the big condition of the development I improve a lifestyle at the home, 
and to build the local human relations.

研究分野： 地域教育経営
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１．研究開始当初の背景 
 研究当初は、学力困難地域の学力概念と学
力向上策を検討することが重要な課題であ
った。この学力困難層の課題を追求する上で、
従来型の教科の知識を中心とした学習方法
は、上位層には適応できるが、困難層には、
総合的な認識を高めていくことが重要であ
るという結論となった。したがって、学習活
動に加えて学級経営や精神的支援、子どもの
生活における人間関係・体験的な活動・地域
活動などもこれらの学力向上方策に加わる
ことが明らかとなった。 
 
２．研究の目的 
 学力概念も幅広くなり、思考力・実践力・
人間性などを含めた総合的な考え方である
ため、総合的な能力をいかに育成するかを明
らかにする。このことが、学力困難層の学力
も引き上げ、全体的に学力向上につながって
いく。 
 
 
３．研究の方法 
 学力を測定できる分野だけでなく、測定で
きない分野に関して、子どもたちに関心を持
たせ、また実感認識を中心とした学習指導方
法や生活指導方法を、理論的な位置づけから
分析した。 
 
４．研究成果 
 本研究は、次世代に求められる新しい能力
観を踏まえながら、能力形成の課題を複合
的・横断的にとらえたものである。その結果、
子どもの学力においても、子どもの発達・教
育の条件としての“総合的な能力”育成が不
可欠で、その必要性と条件を総合的に明らか
にすることができた。この“総合的な能力”
の育成が、最終的には生きる力につながるも
のとしてとらえている。 
 この“総合的な能力”の中には、学校段階
での教科の力も含まれるが、教科外の学校生
活・集団生活や生活支援・発達支援も含まれ
ている。さらに教科の中には、既存の教科の
枠の中だけでなく、横断的な内容や思考力・
実践力といった新たな能力概念や思考を支
援するための指導方法も含まれている。 
 現代に求められる子どもの発達と学力・能
力は、小中学校から大人になるまで長期的・
生涯的に連動する能力が求められている。ま
た教科の学力・能力も、その分野だけで展開
するものではなく、あらゆる分野の能力と横
断的・重層的に連動しており、子どもの概念
形成力を含めた創造的な思考力を育むこと
で、総合的な思考力・創造力を生み出してい
くことが求められている。この創造的な思考
力を含めた、子どもの“総合的な能力”の育
成が、結果として生きる力を育成することに
つながる。 
 このため、子どもの能力の育成も、学力・
能力の概念を広くとらえる必要があり、本研

究では幅広い成長や発達を含む概念として
“能力”の用語を用いている。また能力の総
合的な成長・発達を目指すものとして、“総
合的な能力”の用語を用いている。子どもの
能力も様々な能力が絡み合い、連動しながら
概念形成力として発展している。そのため、
概念形成力を培うことができれば、それぞれ
の領域を超えて応用的・総合的に特定の能力
を他の能力に活かすことができる。このよう
な“総合的な能力”の育成の観点から、本研
究では、あらゆる専門分野・研究成果から、
それぞれの特性を基盤にした横断的・重層的
で創造的な能力の開発の必要性をとらえる
とともに、それらが有機的に連動する“総合
的な能力”の育成の課題と方法をとらえてい
る。 
 日本の場合は、子どもの発達はいわゆる得
点で計られる「学力」でとらえられる傾向が
強く、能力一般の中での「学力」が大きな位
置を占めている。これは日本と韓国・台湾な
どの東アジアの特徴でもある。とりわけ入試
では、公平性・客観性が重要な評価指標とな
るため、高校入試も大学入試もある程度統一
的な入試制度と入試内容が実施される。すな
わち中学受験・高校受験・大学受験を段階的
に経る中で、全国的統一的な内容や得点で到
達度が計られるために、それによって進路の
方向性が決まる場合も少なくない。このため
保護者の認識の中にも、大学まで入る力を獲
得することが人間の能力の重要な要素を構
成していると意識されることも少なくない。 
 一方欧米先進国の中では、大学入試までは
統一した入試がなく、個々の活動実績や学習
記録を持ちこんだポートフォリオで評価さ
れる入試が多い。したがって国際学習到達度
調査テストで見られるような部分だけでな
く、新しい活動や記録に挑戦したり、開発・
創造物などの実績や集団をとりまとめる活
動も評価の対象になる。このことは、既存の
知識・技能の到達度だけでなく、知識と知識
を結びつけ、新しい知識と技能を生み出す創
造力や活動力が求められていることを示し
ている。 
 一つの国の事例としてアメリカでは、
KS/AV が能力観として用いられる場合が多い。
目 に 見 え る カ リ キ ュ ラ ム と し て は 、
Knowledge（知識）と Skills（技能）がある
が、その背後には、潜在的カリキュラムとし
て Attitude（態度・心構え）と Values（価
値観・判断能力）がある。むろんそれぞれの
知識・技能も状況によって多様な内容が入り
組んでおり、態度や価値観も多様な内容が含
まれている。そしてこれらが有機的な連関を
構成しながら能力が展開していくととらえ
ている。 
 いわゆる学力・能力と言われる内容の中に
も、言語リテラシー・数学リテラシー・科学
リテラシー等の教科の読解力・リテラシーの
他に、全身の機能・五感を使う能力・人間関
係能力・意欲など様々な能力が複合的に絡み



合っている。例えば日常的に使われる能力の
用語にも、順不同ではあるが下記のような能
力が上げられる。学校での教科においては、
指導要領の単元内容を中心とした「評価の観
点」と評価方法が明記されているが、これら
が複合的・横断的な関連を持って形成される
“総合的な能力”については、一つ一つ分離
してとらえることは不可能である。一つ一つ
の能力も、他の能力と総合的に影響し合って
発展しているもので、その因果関係を明確に
とらえることもできない。 
 
 日常的に使われる“総合的な能力” 
概念形成力、記憶力、メタ記憶力、メタ認
知、好奇心、観察力、洞察力、発見力、鑑
賞力、投影力、比較力、制作力、刺激反応、
意志決定力、忍耐力、自律力、欲求不満耐
性力、集中力、同時併行作業力、精神的回
復力、情緒安定力、社会性、社会参画力、
奉仕能力、生産意欲、企画力、責任感、持
続力、体力、健康、手先能力、基本的生活
習慣、人間関係調整力、コミュニケーショ
ン能力、非言語コミュニケーション力、リ
ーダーシップ力、正義感、倫理観、規範認
識、思いやり精神、包容力、順応力、協調
性、信頼感、語彙力、表現力、対話力、討
議力、批判的思考力、ICT 操作能力、数量
認識、調査力、想像力、創造力、類推力、
演繹力、構造認識力、主体性、行動力、直
感的判断力、決断力、達成志向力、達成感、
昇華力、自己満足感、自己肯定感、自尊感
情、自己認識力、省察力 
 
 日本においては、高度経済成長期までは知
識・技能の獲得が重要な能力として位置づけ
られたが、高度経済成長期は追随型の経済成
長であった。追随型の知識・技能の獲得で高
度経済成長を遂げたが、その後日本の国内総
生産は 1998 年にピークを迎え、これ以降は
現在まで横ばい状態となっている。その時代
での知識・技能を基盤にしつつも、次代に求
められる能力としては、変化に対応した創造
型の能力が求められるようになってきた。 
 すでにあらゆる生産・生活の身近なところ
で、自動制御装置や人工頭脳が現れている。
アメリカのキャシー・デビッドソン教授は、
子ども達の 65%は、大学卒業後に今は存在し
ていない職業に就く可能性が高いと予測し
た。この予言的な予測の通りでなくても、産
業構造の急激な変化と共に、次代を生きる子
ども達には、新しい創造的な職業に向けて、
新しい思考力・実践力がますます求められる
可能性は高い。これは、子ども達が、現在の
知識だけを覚えても、次世代社会では対応で
きない可能性があることを意味している。 
 小中学校の学力は、これまでは比較的 9教
科・科目の体系性の中で、知識・理解の到達
度が求められてきた。この日本の教科や科目
自体も、歴史的には、国民科（国語・歴史・
地理を含む）や理数科（理科・数学を含む）

などの変遷がある。国際的には、「Economy」
の教科の中に社会的な秩序・生活規律を含め
たものがあったり、「Safety」の教科の中に
保健や道徳的な内容が含まれているものも
ある。これらの教科の内容や分類は万国普遍
の同じものではなく、その国の文化・状況に
応じて便宜上分類し、体系化しているもので
ある。すなわち教科の体系性も便宜的に分類
しているが、内容的には常に他の教科・領域
と関連しながら変化しており、その内容は、
固定的にとらえるよりも横断的総合的に発
展していくものである。教科によっては、数
学など国際的にも教科の体系性が比較的明
確な教科もあるが、教科によっては単元の構
成も横断的で複数の教科に関連づけられた
内容が含まれているものもある。 
 学校段階別に見ると、小中学校では 9教科
であったものが、これが大学の専門分野にな
ると何千という分野に専門分野が分かれ、ま
たその融合的な分野や新しい萌芽的な研究
では、常に新しい研究領域が生まれて来てい
る。大学の専門領域には、例えば教育学など
まったく小中学校の教科の単元の中に入っ
ていない領域もある。また一つの研究分野の
中にも、様々な観点・立場からの諸説や正反
対の論理があり、これらをさらにそれぞれの
観点や反証的な観点から実証・議論しながら、
より普遍的な真理が追究されていく。一つの
現象を別々の研究領域からとらえると、全く
新しい研究方法や新しい分野が生まれる場
合もある。これまで定説であったとされる考
え方が、科学と時代の変化とともに、全く新
しい説に塗り替えられることもある。このよ
うに高等教育までを考えると、教科の固定的
な専門領域を学ぶだけでなく、自らの知識を
生み出す創造性が常に求められていること
が理解されるであろう。 
 現在課題となっている生きる力の育成は、
自ら主体的創造的に考え行動することが求
められている。この生きる力は、これまで知
識の総量と社会に求められる力が対比され
て、社会の中で対応できる力があるかどうか
で判断される場合が少なくなかったが、知識
が役に立たないということではなく、知識の
使い方や応用の仕方が求められている。さら
に次の新しい学習指導要領の基盤となる能
力観では、「思考力」「基礎力」「実践力」の 3
つの力が能力の構成要素として打ち出され
ている。この 3つの構成要素として最も重要
な構成要素は、「思考力」であり、「基礎力」
が独立的に展開するものではなく、思考する
ことで基礎力が定着し、実践することで思考
も深まっていく。すなわち基礎があって、思
考できて、実践に移行するというよりも、思
考力を要としながら、要素が絡み合って螺旋
的に発展していくととらえられるものであ
る。 
 教科の知識もそれぞれが独立して展開す
るよりも、新しい能力観では、「社会に開か
れた教育課程」で指摘されているように、常



に学んだことを応用的実践的に、日常生活や
世界的な動向や期待知と結びつけながら、創
造的にとらえていくことが求められる。平た
く言えば、「なぜ」「どうして」の問いを持ち
続けること、そしてそこに仮説を設定するこ
と、疑問と仮説をこれまでの知識と結び付け
てプロセスとしてとらえていくことである。 
 この過程では普遍化の考え方や因果関係
をとらえる思考方法を学ぶことが重要にな
る。個別の知識や事象が普遍的な認識になる
ためには、抽象化と捨象化の思考方法が不可
欠となるし、知識と知識を結びつける連関思
考や因果関係をとらえる思考が、新しい知
識・理解を生み出していく。このような思考
の機会は、教科の中だけでなく、他の教科分
野や日常的な現象や身近に見えない部分に
も応用的に適応したり、概念的・普遍的にと
らえていく思考の方法と習慣を持つことが
重要である。「社会に開かれた教育課程」を
履行することは、教科の中だけで行うことで
はなく、教科を超えて考えるものや日常的に
考えるものを含んでいる。 
 このような発想は、元々大学等の高等教育
機関が持っていた開発的な発想や研究的思
考と連動している。高等教育での最終的な課
題は、総合的な創造力であり、新しい分野が
常に生み出され再編されていく。現在の専門
性も常に新しい知見・技能や創造を進めてい
くことが求められる。すなわちこのことは、
将来的には大学で学んだことも終わりでは
なく、それを元にして、自らの知識・技能を
自ら生み出していくことが、新しい能力とし
て求められていることに連動している。 
 大学で学ぶ何千もの専門分野は、それぞれ
が教科の分類とは相対的に独立して展開し
ているが、同時にどこかの内容において小中
学校の教科の単元と連続している。しかし逆
に、それぞれの小中学校の教科の単元内容が
単純に教科の枠の中で発展して大学の内容
になっているのではなく、様々な知識・技
能・能力が結びつきながら、概念的に結びつ
くことで発展していく。すなわち教科の知
識・技能もそれを活かす思考や概念形成の中
で、新しい知識・技能へと創造的に発展して
いく。 
 このように本研究では、あらゆる分野や教
科の領域を含めて学力・能力をトータルにと
らえ、総合的な能力を育成することが次代の
学力・能力形成として重要であることを指摘
した。これからの子ども達が生きる力を獲得
する上で、それぞれの段階での基礎的な内容
と考える力と、それを応用的に適応していく
力が結びつきながら、“総合的な能力”が形
成され、生きる力の条件となることをとらえ
た。 
 以上のように、学力困難層の学力向上策は、
総合的な能力を育成することで、いわゆる狭
義の学力も向上させることが可能であるこ
とを明らかにした。これらの研究成果は、『子
どもの“総合的な能力”の育成と生きる力』

(北樹出版、2017 年)にまとめて刊行した。 
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